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幼児教育無償化の具体的なイメージ(例)

-共働き家庭

・シングルで働いてい
る家庭

など

3歳-5歳児

(保育の必要性の認定事

由に該当する子供)

開専業主婦(夫)家庭

など

3歳-5歳児

(保育の必要性の認定事
由に該当しない子供)
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月3.7万円

まで無償

月3.7万円

まで無償

ともに無償
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無償化の

対象外

ともに無償

一一一一--叩-叩町一一一一一一一一~由一ωωゐ-一一一一一一-一回一町一一一一一一一一ーーーーー¥

住民税非課税世帯については、 0歳-2歳児についても上記と同様の考え方により無
償化の対象となる。この場合、月 4.2万円まで無償となる。

一一一一一一一一一一一一一一… 一一

※上記のうち認可外保育施設及びベビーシッターについては、認可外保育施設の届出をし、指導監

督の基準を満たすものに限る(ただし、 5年間の経過指置として、指導監督の基準を満たしていない

場合でも無償化の対象とする猶予期間を設ける)。出所 幼稚園、保育所、認定こども園以外の無償化指置の

対象範囲等に関する検討会報告書
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人生1ω年時代暢組合・の開催について {別紙〉

1 趣旨

平成 29年 9月 8日

内閣能理 大臣決量

平成 30年 5月 10日

部改正

人生 100年時代を見据えた経済・社会システムを実現するための政策のグラ

ンドデザイ ンに係る検討を行うため、人生 100年時代構想会議(以下 「構想会

議』という o )を開催する.

2 情成

惰想会議の摘成は、別紙のとおりとする.ただし、議長は、必要があると認

めるときは、別紙に掲げる国務大臣以外の国務大臣を臨時に追加し、又は有識

者等に出席を求めることができる.

3 その他

( 1 )備想会議の庶務は.関係行政機関の協力を得て、内閣官房において処理す

る.

( 2 )前各項に定めるもののほか.構想会議の運営に関する事項その他必要な

事項は、議長が定める.

2018年 6月 1日衆議院厚生労働委員会山弁和則配布 資料

議長

議長代理

目1)議長

構成員

安倍晋三

茂木敏充

林 芳正

1m藤勝(言

麻生太郎

音 義イ注

野田聖子

松山政司

世耕弘成

(有識者)

鎌 田 誠

内閣総理大臣

人づくり革命担当大隠

文部科学大臣

厚生労働大臣

副総理兼財務大臣

内閣官房長官

女性活躍担当大臣

億総活躍担当大臣

経済産業大臣

早稲田大学総長

神主jl里季生 日本労働組合総連合会会長

榊原定征 日本経済団体連合会会長

品川泰一 株式会社ユーキャン代表取締役社長

高橋進 株式会社日本総合研究所チ工アマン 工メリタ

ス

緬口美雄 独立行政法人労働政策研究 ・研修機構理事長

松尾治一 名古屋大学総長

三上洋一郎 脱胤1-:&塾大学学生、株式会社側EX代表取締役

CEO 

宮島香澄 日本テレビ報道局解説委員

宮本恒梢 ガンバ大阪lト23監官.元サ y力一日本代表主将

米良はるか READYFOR株式会社代表取締役 CEO

リンダ ーグラ y トン ロン ドン ービジネススクール教授

若宮正子 ゲームアプリ開発者

(有識者は五|音順)

出所首相官邸 HP 人生 100年時代構想会議資料
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|幼児教育の無償化段階的推進状況(平成30年度)

0階層区分ごとの補助額・保護者負担額(平均)

【階層区 分 】 年収{目安〉 区分

【第 I階 1嘗】生活保護世帯 第 1 子

茸; 2 弓乙

第 3子以降

第 1 子 し【第 E階層】
市町村民税非課税世帯 ~約270万円 聾; 2 守二
〈市町村民税所得制非課税世帯含む)

聾;3守乙邑A匝辛

【第E 階層】市町村民税所得劃課税額 第 1 子

~約360万円 書王 2 守二

77.100円 以 下世帯 軍;3守L昆ll'畢

【第N階層】市町村民税所得制課税額 第 1 子 62，200円

~約680万円 軍事 2 弓Z

211.200円 以 下世帯 軍軍3弓乙邑lfl!辛

よ記区分以外の世帯 第 1 子

約 680万円 ~ 軍; 2 弓巳

算，3守CJ;.J.I盗

0ひとり親世帯等の特例

【階層区分】 年収(目安} 区分

【第 E階層】のうち、ひとり観世帯等 ~約270万円 第 1-3子

聾王市守Z

【第E 階層】のうち、ひとり親世帯等 ~約360万円 茸; 2 守L

第 3子以降

2018年 6月 1日衆議院厚生労働委員会山井和則配布資料

区豆E

※緑色部分は平成28年度より多子軽減の適用条件を変更
※黄色部分は多子軽減の適用条件に変更無し

保育料〈入園料を含む)の全国平均 308.000円〈年額)
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ト
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245.800円

185，000円 123.000円

308.000円

(308.000円 )

154，000円 154.000円
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保育料(入園料を含む〉の全国平均 308.000円 (年額)
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③ 出所 文部科学省提供資料



【東京新聞朝干IJ2017/12/22] 

「
無
償
化
」
で
こ
れ
ほ
ど
当
事

者
が
反
発
し
た
政
策
が
あ
っ
た
だ

ろ
う
か
。
政
府
は
コ
一
丁
五
歳
の

幼
児
教
育

・
保
育
の
無
償
化
」
を

盛
り
込
ん
だ
「
人
づ
く
り
革
命
」

の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
閣
議
決
定

し
た
。
消
費
税
率

ω
%
へ
の
引
き

上
げ
な
ど
で
確
保
す
る
こ
兆
円
の

う
ち
八
千
億
円
を
充
て
る
。
保
護

者
ら
の
声
は
、
一
貫
し
て
い
る
。

「あ
り
が
た
い
け
ど
、
今
必
要
な

H'・
の
は
そ
れ
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
」

子
育
て
中
の
あ
る
識
者
は
「
本

当
に
や
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」

と
話
し
た
。
三
1
五
歳
の
無
償
化

は
、
十
月
の
衆
院
選
で
自
民
党
が

公
約
に
掲
げ
、
突
然
浮
上
し
た
。

保
育
を
巡
っ
'て
は
、
待
機
児
童
解

消
や
質
の
担
保
な
ど
、
他
に
も
課

題
が
山
積
す
る
。
し
か
も
政
府
は

待
機
児
童
解
消
の
目
標
達
成
時

期
を
当
初
の
二

O
一
七
年
度
末
か

ち
先
送
り
し
た
。
当
然
、
待
機
児

童
が
優
先
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
が

当
事
者
た
ち
の
共
通
認
識
だ
っ

た
。

(S
N
S
)
で
「
認
可
施
設
を
優

遇
し
て
ど
う
す
る
」
と
反
発
が
広

が
り
、
保
護
者
ら
の
グ
ル
ー
プ
が

「
#
子
育
て
政
策
お
か
し
く
な
い

待
機
児
童
問
題

議
員
の
事
務
所
に
招
か
れ
、
現
状

説
明
を
求
め
ら
れ
た
保
護
者
ら
の

グ
ル
ー
プ
は
、
逆
に
疑
問
を
ぶ
つ

け
た
。
誰
の
た
め
の
政
治
か
。
怒

り
が
に
じ
ん
で
い
た
。

待
機
児
童
問
題
は
根
深
い
。
妊

無
償
化
よ
り
不
安
解
消
を

無
償
化
あ
り
き
だ
、
と
分
か
っ

た
の
は
十
一
月
上
旬
。
政
府
が
無

償
化
の
具
体
化
に
向
け
、
認
可
外

保
育
施
設
の
一
部
を
対
象
か
ら
外

す
検
討
に
入
っ
た
と
報
道
さ
れ

た
。
す
ぐ
に
会
員
制
交
流
サ
イ
ト

で
す
か
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
拡
散

を
呼
び
掛
け
た
。
す
る
と
、
そ
も

そ
も
無
償
化
が
的
外
れ
だ
、
と
の

声
が
一
気
に
噴
き
出
し
た
。

「
な
ぜ
政
治
に
声
が
届
か
な
い

ん
で
し
ょ
う
か
」
。
国
会
の
野
党

娠
時
か
ら
保
育
園
に
預
り
ら
れ
る

か
心
配
し
、
出
産
後
は
確
実
に

一

歳
児
ク
ラ
ス
に
入
れ
る
た
め
に
育

休
を
切
り
上
げ
て
ゼ
ロ
歳
児
で
預

け
、
復
職
す
る
人
も
い
る
。
認
可

に
申
し
込
み
な
が
ら
、
直
接
契
約

介
1
¥
、

の
認
可
外
に
何
件
も
電
話
し
、
見

学
と
申
し
込
み
を
繰
り
返
す
。
結

果
次
第
で
人
生
設
計
も
変
わ
る
。

メ
ン
バ
ー
は
「
ま
る
で
少
子
化
促

進
対
策
で
す
」
と
訴
え
た
。

私
も
地
方
と
東
京
で
「
保
活
」

を
し
た
。
地
方
に
も
待
機
児
童
閥

題
は
あ
っ
た
。
東
京
に
転
居
し
た

時
は

「家
探
し
よ
り
保
育
園
探
し

が
先
」
と
助
言
さ
れ
、
区
を
問
わ

ず
認
可
外
を
い
く
つ
も
回
っ
た
。

申
込
数
が
百
を
超
え
る
施
設
も
あ

っ
た
。
不
安
で
、
疲
弊
し
た
。

保
護
者
に
は
、
保
育
の
質
へ
の

不
満
も
多
い
。
厚
生
労
働
省
で
記

者
会
見
し
た
あ
る
母
親
は
「
ビ

ル
の
狭
い
部
屋
で
、
よ
ち
よ
ち
歩

き
の
子
と
走
り
回
る
う
T
が
一
緒
に

い
て
、
ゼ
ロ
歳
児
を
預
け
る
の
が

怖
か
っ
た
」
と
訴
え
た
。
そ
れ
で

も
説
明
会
は
満
員
で
、
母
親
は
施

設
を
選
べ
な
い
と
思
っ
た
と
い

-つ
。無

償
化
が
も
ろ
手
を
挙
げ
て
歓

迎
さ
れ
な
い
の
は
、
こ
れ
に
よ
っ

て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
、
安
心

し
て
働
く
こ
と
へ
の
不
安
が
解
消

さ
れ
な
い
か
ら
だ
。
ま
ず
保
育
施

設
に
確
実
に
入
れ
る
保
証
が
な

い
。
「
希
望
の
保
育
園
に
普
通
に

入
り
た
い
だ
け
」
。

S
N
S
で
は

今
も
、
政
策
の
見
直
し
を
求
め
る

声
が
あ
が
り
続
け
て
い
る
。

(
坂
田
奈
央
)

④ 配布資料山井和則衆議院厚生労働委員会2018年 6月 1日



参事書事:

子ども・子育て支援の質の向上に偏る O.3兆円超メエューについて
~1 兆円超の財源を確保した場合における、 0.3兆円超で実施する事項~

|※がついているものは、平成30年度予算案 i
lにおいて、予算を計上しているもの

O 質の向上(給付等関係)

項目

職員配置の改善

研修の充実

休日保育の充実

※ 職員の定着・確保の仕組み(職員給与の改善)

地域の子育て支援冨療育支援

小学校との接続の改善

事務負担への対応

施設長、栄養士、その他の職員の配置

第三者評価等の推進

保育単価の引上げに伴う利用者負担の増加による影響額等

O 質の向上(地域子ども・子育て支援事業関係)

項目

延長保育の充実

※ 放課後児童クラブ事業の充実(職員給与の改善)

一時預かり事業の充実

ファミリー・サポート・センター事業の充実

利用者支援事業

実費徴収に伴う補足給付事業

研修の充実

O 質の向上(社会的養護関係)

| 項目

※|社会的養護の充実(職員給与の改善)

2018年6月 1日衆議院厚生労働委員会山井和則配布資料
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子育て支援新制度の財源確保について
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総

テ

ム

刊
実

全

子

つ

も

一
加
担
ど
血
い
一

切
の
‘
や
っ
と
基
に
負
な
の
一

年
金

し

消

。り
と
こ
警
~
る
一

-

m社
指
解
る
図
す
、
改
労
す
T
歪

成
役
目
重
す
も
指
一之

遇

fこ
進

重

平
現
在
児
充
等
目
ブ
処
じ
推
主
互

(
涯
援
保
機
拡
用
手
一

。の
通
を
事
塞

げ
生
支
確
待
を
渚
消
享
@
王
を
備
の

E

mた
て
の
、
援
の
解
て
す
育
上
整
盤
二

針
じ
育
平
め
支
業
の
膏
権
復
向
の
玄
盟

方
通
子
公
た
て
聖
童
平
産
性
境
て
蓋

本
を
聞
の
育
育
児
て
主
め
産
環
宣

」

墓
資
も
代
そ
子
保
権
-
え
組
た
生
る
ま

-

E
W
投
ど
世

。

型
待
ま
事
@

、け
E

且

一
材
子
る
む
策
導
、
踏
」
す
成
働
も
亙

証
人
、
け
組
対
主
し
も
つ
楳
育
に
ど
亙

丁と
と
策
お
り
化
業
充
等
つ
薩
ネ
適
平
、

官
革
対
に
取
子
企
拡
況

喜
人
快
、
盆

蓮
改
化
障
に
少
き
を
状
保
有
と

B

た
並

蔽
方
子
保
現
、
続
皿
る
草
人
保
心
ま
堂

財
き
少
会
実
め
き
け
け
多
言
確
安

。よ

済
働
)
社
の
含
引
受
お
源
開
聞
の
は
む

」

雇
白
3

障
を
の
に

ー
材
に
組
め

n
w
u
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待機児童対策
政
府
の
緊
急
対
慨
は
、
綿
織
児
切
合
こ
う
い
う
n
努
力
'
彩
や
め
、

mを
最
ら
ず
方
策
な
ら
闘
で
も
蹴

2
人
で
も
多
〈
受
げ
入
れ
る
よ
う

日
か
う
と
い
う
も
の
だ
・
保
育
所
求
め
た
が
、
疫
細
か
h
ほ
度
鎗
も

の
鋳
哩
L
市
町
村
が
ブ
レ
ー
キ
を
出
呈
九
九
吾
・
保
持
士
の
負
担
が

か
凶
り
て
き
た
部
分
C
見
醸
し
を
求
麗
く
な
り
、
人
制
棚
僚
も

-m陣

め
る
な
ど
、
解
価
で
き
る
薗
も
あ
し
く
な
る
か
』
昆

ι.

る
屯
例
え
ば
、
仰
向
で
は
侭
脳
同
事
も
と
も
と
日
本
は
闘
関
町
酎
や

策
血
宮
沢
ム
町
田
で
1
年
以
よ
の
翁
続
問
制
の
積
加
が
先
進
国
の
な
か
で

簡
で
の
爽
闘
を
求
め
る
自
治
依
も
低
〈
、
盟
国
的
制
す
ぺ
き
だ
と
鍋
摘
さ

あ
り
‘
窓
僚
の
吾
A
M

他
方
の
窃
擁
れ
て
き

rL・
今
回
の
よ
う
な
対
傭

者
に
門
戸
を
棋
め
て
き
正
.
際
急

は
、
集
中
夜
間
的
に
待
線
児
胞
が

対
簡
で
は
白
煙
豆
を
求
め
て
お
り
、

mえ
て
い
る
期
治
体
に
胆
り
、

3

一
定
め
効
回
震
が
間
待
で
き
る
・
屈
辱
な
ど
井
直
忽
す
ペ
借
り
知

2
4

自
治
体
に
は
、
将
撲
は
子
ど
も
自
民
、
公
明
、

民
主
の
3
党
で

が
減
る
か
ら
新
世
し
号
、
な
い
と

合
思
し
た
「
税
と
社
会
保
障
一
体

巳
語
い
も
あ
る
・
"
指
、
保
育
也
事
」
を
安
防
、
昨
春
か
ら
拍
ま

を
必
聖
し
て
い
る
与
吉
宮
っ
た
子
ど
も
子
育
て
事
請

の
閉
に
い
る
な
ム
ペ
保
育
所
盤
側
皮
健
保
育
の
『
民
の
改
曹
と

を
抑
制
し
な
い
よ
内
面
が
底
力
を
「

mの
応
大
缶
詰
立
を
偏
向
げ
で
き

か
付
た
・
僻
価
し
て
い
い
.
た
・
緊
急
対
策
と
は
い
え
、
こ
の

た
だ
、
院
自
民
間
彩
画
の
定
め
盟
念
に
迎
行
す
喜
」
と
に
な
る
・

る
治
低
箔
憎
ま
で
械
ら
片
岡
児
そ
宅
五
ら
な
い
た
め
£
も
、
財

の
絡
め
込
み
を
戒
め
る
の
は
・
と
う
源
不
足
の
解
摘
が
何
よ
り
民
履

か
・
国
の
箆
槻
で
は
、

随
員
1
人

が
里
吉
高
児
の
散
を
、

i
m

児
な
ら

e入、
A
l
E
m児
U
6

m
加
入
ま
で
と
し
て
い
る
・
し
か
し
、

1
機
児
を
5
人
以
末
、

4
}
5
m

兇
は
話
人
以
予
に
し
て
、
保
育
め

m
m
を
筒
め
て
い
る
市
町
村
も
あ

吉豊
田 容
正 王
寺古
Z2需

保
育
所
の
入
所
得
弘
を
す
る
得
継
児
湿
の
問
題

で
、
政
府
は
小
規
両
樟
樽
所
の
定
員
を
婚
や
す
な

ど
の
議
忽
対
聞
を
打
ち
出
し
た
・

5
月
に
雌
測
定
す

る
「
ニ
ッ
ポ
ン
1
帥
閣
総
括
阻
プ
ラ
ン
」
で
も
中
長

関
同
な
改
碑
策
が
盛
り
込
ま
れ
る
・
得
制
児
盟
の

解
楠
は
な
ぜ
図
師
な
の
か
、
緊
急
指
儒
酬
を
ど
司
再

る
の
か
.
保
育
の
現
場
丸
"
し
い
噂
門
依
ル
、
、
こ

の
間
固
に
取
り
組
む
母
冊
に
聞
い
た
.

財源さらに3000億円必要
よしだまささゆ曾保

育郎門能「滋爾JR行入。
大詰宏子大亦蛾脚部師。
県東飾品川区の平ども
子膏て金総副会1<1"ども
務める.58m:。

r州向だった符臨闘が
昨年期的mこ転じた

だ
・
新
制
度
の
辺
智
に
自
l
兆
円

が
必
療
と
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
7

割
し
か
メ
ド
M
m
立
ゥ
て
い
な
い
-

mる
3
0
0
0閉
円

MM箇
m
m
m
さ
れ

れ
ば
、

mm
荷
土
給
与
を
易
制
度
の

m
w
入
閉
よ
り
ち
%
ア
ッ
プ
で
き
、

「
詰
め
込
み
」
も
政
却
で
駒
戸
る
。

政
輸
の
対
話
予
挟
箱
さ
せ
る
必
回

が
あ
る
・

そ
も
そ
私
て
餅
制
度
ば
待
機
児

賓
の
解
曹
を
品
仰
げ
て
告
た
・
市
町

村
が
保
育
所
刷
用
の
冊
曹
を
聞

ぺ
、
そ
れ
に
剛
番
高
岳
鎗
計
画
を

た
て
る
仕
組
官
の
だ
が
、
H
H
る
は
ず

の
街
機
児
m
M
M
泊
え
た
自
治
体

は
、
儒
屈
の
見
込
み
が
"
白
か
っ
た

可
能
性
が
号
令
保
育
長
附
銭
倒
に

は
蓄
の
予
訟
が
い
る
お

I6、
抑

制
し
た
の
で
は
な
い
か
.
自
治
休

は
宍
師
苫
肝
単
と
の
開
た
り
を
制

査
し
、
間
給
計
随
を
制
民

J
gず
べ

き
だ
・
都
理
燃
や
回
同
軌
道

修
正
す
ぺ
き
点
を
機
い
邸
ず
こ
と

が
必
震
た
a

待
機
児
鐙
解
消
に
効
m
知
的
な
の

は
幼
椛
団
の
間
期
戸
、
m
m
か
灼
像

稽
を
却
や
し
、
保
持
聞
も
行
う
と
ど

も
闘
へ
の
移
行
を
促
す
.
得
時
児

犯
が
最
も
多
い
梨
県
管
九
は
8
3

0
の
私
立
幼
監
事
。
.
各
闘

が
定
偶
の
2
%
β
安
町
入
れ
た
』
り

3
0
0
0人
君
に
な
る
・
だ
が
、

こ
ど
も
固
に
な
る
と
部
の
私
学
助

成
が
受
け
ら
れ

τ九奴
瓦
憾
に
な

あ
場
合
払
葱
杭
処
移

haい
幼
純

闘
が
多
い
・
秘
権
的
な
府
県
を
見

甥
い
、
部
は
移
行
を
支
沼
す
ぺ
き

だ
・
(
調
査
研
究
ホ
副
主
任
研
究

民
榊
陳
智
字
〉

i 緊急対箆の主な内容

マ小綬1'"碕所の定員上限
を19人から22.人に広大

マ保育土の配置などの1>10
が悶のZI微をよ回る街区
町村に、組籾を，~N.>る

マ一時捌かりサービスを定
附利用できるようにする

:マ受き飽般の錨介などをす
! る相続鍋を"".する

鴎
外
国
の
侭
荷
政
飾
測
を
町
駅
担
し
て

い
る
が
、
海
外
で
は
、
闘
が
働
く
た
め

に
保
育
所
を
額
偏
し
て
待
機
児
胞
を

怠
〈
す
と
い
判
前
愉
は
あ
ま
り
聞
か

怠
い
・
す
ペ
て
の
乎

tも
E
mの
高

い
保
育
を
交
凶
り
る
姻
刊
を
保
闘
す
る

と
い
う
「
子

P
Eの
栴
利
」
の
拠
点

か
ら
、
保
脅
の
m
苦
誼
視
し
宅
布
、

受
廿
血
を
総
大
し
て
い
る
.
g
本
は
、

使
脊
へ
の
公
的
支
出
、
仰
の
先
池

田
E
比
べ
て
か
な
り
少
な
い
.

ユュ
I
ジ
}
-
ラ
ン
ド
や
イ
ギ
リ
ス

な
E
a
v〈
の
停
泊
四
国
で
件
、
す
ぺ
て

の
子

P
Eに
寧
硲
に
幼
児
期
の
験
宵

を
与
え
る
目
的
で
、
敵
背
結
般
と
し

て
の
幼
稚
回
と
循
祉
緬
般
と
し
て
の

保
育
所
の
一
元
化
や
皐
〈
白
か
ら
灘
め

て
い
る
百
日
本
時
四
S
初
年
〈
ら

い
遅
れ
て
い
る
印
綬
弔

臼
本
の
場
合
、
使
育
所
木
足
柊

女
性
の
格
闘
支
慢
と
い
う
点
か
ら

6

ushH吾
K
指
多
い
よ
晶

『

女
性
京
外
で
働
げ
る
よ
空
九
、
と
り

あ
Y

一
え
ず
入
問
問
題
や
面
相
の
益
仰
を

源
相
し
、
首
長
杭
正
で
附
め
泌
も

う
と
い
う
師
愉
に
な
阿
蘇
虫
6
、

も
ヲ
と
向
今
、
m
m
け
仇
請
な
〈

海外より 20~30年遅い

い
け
も
と
み
か
m
w
門
は
公
+
化
財
涜
な
P
、
m
M
"
の

動
向
島
曹
界
渦
庇
抗
措
車
ま
い
号
事
に

「"

が
惨
削
寸
急
傾
向
を
つ
〈
一る
」
・

ω噌

352号23fB53bE322313E
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詩誌125B43F詳言語苦手E
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:15語圏眠番号込
韓1ii1:12官 み
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間経
費賢官草書

25SS5 
251ii 
ら鍵.、で

固
定
化
懸
念

~司 、

あベかずみ rさいた
ま*保 育闘のことを脅える

仰の会J共同代銭。畏"を
飽司保問所に捌けて帥<.
さいたま前夜住.37続。

れ
る
昭
可
保
"
所
埜
冷
や
し
て
ほ
し
所
の
桁
殴
也
管
通
め
る
べ
告
初
、

い

ル

且

う

・

様

鴨

zmで
働
〈
侭
商
+
培
、
も
っ

子
ど
も
が
保
育
所
に
入
れ
な
か
っ
令
制
磁
さ
れ
否
ペ
き
仕
初
耳
・
幼
い

た
傍
昭
M
m
g
い
た
『
m
m
脅
間
活
ち
た
」
命
を
婦
か
る
員
任
が
あ
D
、
集
団
生

と
い
う
プ
ロ
グ
に
押
さ
れ
た
鱈
果
と
活
の
中
明
、
個
々
の
子
ど
も
を

m
m

は
い
え
、
国
が

『対側
測
が
必
回
定
」
し
、
成
長
、
路
通
の
沼
助
瀞
昔
る
・

と
い
う
m
m努
を
見
せ
た
こ
と
惨
事
か
保
問
者
や
地
縁
の
子
育
て
稼
騒
へ
の

っ

た

と

思

ラ

・

支

視

ま

で

符

ラ

、

昭

門

脈

材

、
.

た
だ
、
保
問
土
問
問
や
開
制
置
制
使
W
土
の
持
門
伎
は
、
提
織
を
咽

を
乎
即
〈
し
て
い
る
自
治
体
に
品
川
し
む
中
で
身
に
つ
げ
て
い
〈
も
の
だ
.

て
国
語
悌
ま
で
引
皇
下
げ
亭
よ
う
に
今
は
笹
与
が
也
く
、
「
一
人
m
w
A
C

現
前
す
る
一
な
ど
、
都
構
事
緩
和
し
て
が
で
き
な
い
」
「
結
措
で
き
な
い
」

子
ど
も
を
詰
め
込
む
こ
と
は
、
保
脳
内
と
も
回
く
・
庶
民
梧
倒
き
嗣
げ
ら
れ
る

の
一
目
の
低
末
に
つ
な
か
る
恐
れ
が
あ
ょ
う
、
停
必
の
改
砲
が
必
里

ι.

司

令

恒

国

聞

い

が

限

ら

れ

て

い

る

6

主
証
知

出
急
対
鈍
と
い
う
形
だ
が
、
彼
+
ゆ
っ
て
い
る
が
、
子
育
て
の
分
野
に
で

聞
な
対
僚
が
取
ら
れ
な
い
う
ち
に
、
き
る
だ
砂
予
算
を
振
り
向
砂
て
ほ
し

悶
定
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
酷
念
い
・
子
ど
も
は
、
日
本
の
拘
束
を
箔

し
て
い
る
・

mは
、
既
存
の
絡
般
で
う
存
在
な
の
だ
か
ら
・

対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
認
扇
町
使
権
問
〈
公
活
部
書
図
尚
大
】

⑦ 

日本臨研主旺研究員 池本美香さん

て
図
っ
て
い
る
人
が
い
る
以
上
は
、

1
人
で
も
2
人
で
も
子
ど
も
の
受
砂

入
れ
を
織
や
す
必
裂
が
あ
る
・
小
形

綬
の
認
さ
敏
謹
吾
滋
修
し
て

g
m児

を
受
砂
入
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
空
い

た
保
育
所
の
ス
ペ
!
ス
を
藷
閉
す
る

な
ど
、
自
治
休
が
知
恵
を
絞
り
、
民
荏

を
拘
ヲ
て
偲
帽
を
煽
併
す
ぺ
告
初
、

持
ル
ー
援
問
旬
九
は
、
乳
幼
児
削

の
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う

大
き
な
視
点
で
、
保
育
所
の
未
来
像

を
符
え
芯
必
震
が
あ
る
.

海
外
で
は
、
そ
も
そ
も
の
宛
績
が

遭
う
・
制
輯
を
弱
伝
聞
ac
で
は
U
く
、
教

荷
者
と
み
な
す
A
m
慨
が
あ
る
・
例
え

ば
、
開
園
で
は
、
す
べ
て
の
保
情
縄

問
官
、
保
胆
4

曹
の
向
感
と
鰭
映
と
で

語
の
あ
D
事

面

し
貴
重
員
会

の
一位
留
が
繍
務
化
さ
れ
、
"
の
愈
向

M
m
度
映
さ
h
壱
唾

J

に
な
づ
た
.

続
た
曳
d
が
脇
戸
レ
て
適
僧
を
細
う

ド
で
時
全
国
に
的
耳
目
り
か
冊
、

mが
先
生
般
を
つ
と
め
る
幼
児
教
育

施
肢
が
あ
り
、
闘
の
同
助
も
受
M

りて

い
奇
劇
織
内
ビ
殿
砂
ら
れ
た
保
育

施
峨
色
官
僚
昭
衡
が
溜
曾
し
、
父
視
が

昼
休
み
に
傾
を
出
し
て
手
伝
い
を
す

る
例
も
あ
る
.
こ
う
し
た
甥
の
@
耐

に
よ
ヲ
て
、
よ
り
民
の
高
い
、
績
の

g保
育
毛
R
d
E揮
で
き
て
い

弓
日
本
で
叫
修
回
し
よ
う
に
も
、

長
時
間
労
働
の
倒
討
の
も
と
、
そ
も

そ
も
そ
ん
な
開
聞
が
な
い
・

mを
保

椅
サ
ー
ビ
ス
の
嗣
照
射
多
の
な
す
偏

向
が
強
可
も
健
司
者
と
冊
M
M
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
共
に
保
習
を
つ
く
る
と

い
高
品
坦
民
事
り
な
い
・

ま
ず
時
附
曾
方
也
管
見
限
す
必
困
贋

が
あ
る屯個別
M
M

長
時
間
刷
〈
た
の
に
、

退
く
ま
で
乎
ど
も
を
預
か
h
証
げ
れ

ば
な
b
ず、

便
-
早

E
m
wし
て
し

ま
う
・
そ
れ
が
便
荷
主
否
吉
つ
な

が
っ
て
い
る
聞
も
あ
る
・
輯
が
偲
脅

勉
肢
の
辺
智
I
L
，
加
で
脅
去
さ
ら
山

余
裕
の
あ
る
備
さ
均
売
韮
芸
高

で
考
え
て
い
く
必
艇
が
あ
る
.

A

社
会
保
闘
m
m
m
小
田
岡
山
m
爽
)
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記
者
の
一

回
同

山
崎
友
記
子

医
療
福
祉
部

2018/2/28] 

安
倍
晋
三
首
相
が
昨
秋
の
衆
院

選
で
掲
げ
た
「
3
歳
か
ら
5
歳
ま

で
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
幼

稚
園

・
保
育
園
の
賞
用
を
無
償
化

す
る
」
と
の
公
約
は
、
来
年
4
月

に
一
部
実
現
す
る
。
し
か
し
「
す

べ
て
同
償
」
と
は
な
A
ず
、
国
の

器
準
事
漏
た
さ
な
い
認
可
外
一施股

や
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
ど
こ
ま
で

を
対
象
に
含
め
る
か
、
政
府
の
有

強
者
会
織
を
中
心
に
綴
輸
が
続
い

て
い
る
。
璽
ま
で
に
結
論
を
出
す

と
し
て
い
る
が
、
私
は
そ
れ
が
単

に
対
象
の
「
線
引
き
」
を
決
め
る

の
に
と
ど
ま
ろ
ず
、
幼
児
教
育

保
育
と
無
償
也
の
あ
り
方
に
つ
い

て、

い
ま

一
度
、
鍛
輸
を
深
め
る

機
会
に
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

一
週
の
経
過
を
お
さ
ら
い
し
た

い
。
無
償
化
が
動
き
出
す
直
接
の

契
機
と
な
っ
た
の
は
昨
年

3
月、

自
民
党
の
若
主
国
会
綴
員
が
中
心

と
な
り
提
言
し
た
「
と
ど
も
保
墜

構
想
だ
。
安
定
的
な
財
源
を
確
保

し
「
子
ど
も
が
必
要
な
保
育

・
教

育
を
受
け
ら
れ
な
い
リ
ス
ク
を
社

会
全
孫
で
支
え
る
」
乙
と
を
目
指

し
た
。
府
想
で
は
そ
の
財
涼
は
介

健
保
険
と
同
様
、
社
五
百
保
険
料
に

上
乗
せ
し
て
捻
出
す
る
計
画
だ
っ

た
。
社
会
保
険
料
を
財
源
と
し
た

の
は
、
梢
頭
説
串
を
凶
微
に
引
き

【毎日新聞朝刊

[
幼
児
教
育
無
償
化
を
改
め
て
問
う
]

後回しにするな保育の質
上
げ
て
も
噌
税
分
の
使
い
道
は
す

で
に
決
ま
っ
て
お
り
、
子
育
て
施

策
の
拡
充
に
は

ω物
超
へ
の
引
き

上
げ
が
必
要
た
っ
た
か
ち
だ
。
政

府
が
昨
年
6
月
に
ま
と
め
た
「
骨

太
の
方
針
」
に
は
幼
児
教
育

・
保

育
の
早
期
無
償
化
と
、
そ
の
財
源

と
し
て
「
保
険
方
式
」
の
検
討
も

盛
り
込
z
れ
た
。

量
拡
大
と
同
時
で

問
題
が
複
雑
化

と
と
ろ
が
安
倍
首
相
は
衆
院
解

慾
を
表
明
す
る
但
者
会
見
で
「
消

賀
税
の
使
い
道
を
思
い
切
っ
て
変

え
た
い
」と
述
べ
、
償
金
を
減
ち
す

の
に
使
つ
は
ず
だ
っ
た
分
を
無
慣

化
な
ど
子
育
て
施
策
に
使
う
と
し

た
。
増
税
が
難
し
い
か
ら
と
そ
構

想
さ
れ
た
保
険
方
式
。
そ
の
目
的

で
あ
る
子
育
て
支
援
の
拡
充
が
、

2
度
も
延
期
さ
れ
た
尚
樹
税
引
き

ょ
げ
の
「
口
実
」
に
使
わ
れ
た
。

無
償
似
は
、
急
ご
し
ち
え
の
公

約
だ
っ
た
た
め
、
制
度
絞
計
や
効

果
の
検
証
が
不
十
分
で
選
挙
後
、

課
題
や
疑
問
の
声
が
噴
出
し
た
。

「
無
償
化
よ
り
待
機
児
童
の
解

消
を
優
完
す
べ
き
だ
」
と
い
う
声

は
今
も
栂
強
く
残
る
。
「
保
育
所

が
足
り
ず
、
入
る
こ
と
も
で
き
な

い
の
に
無
償
向
車
か
」
と
批
判

が
出
る
の
も
当
然
だ
。
政
府
は
「
2

0
2
0年
度
京
ま
で
に
位
万
人
分

の
受
け
皿
を
整
備
す
る
」
と
保
育

の
毘
拡
大
を
同
時
に
打
ち
出
し
、

周
年
度
末
ま
で
に
待
機
児
童
を
ゼ

ロ
と
す
る
と
し
て
い
る
。

た
だ
、
m
M
万
人
分
盤
摘
し
で
も

解
消
で
き
る
か
ど
う
か
は
不
透
厨

だ
。
政
府
は
日
年
に
も
、

η年
度

末
ま
で
に

ω方
人
分
の
受
け
皿
を

用
意
し
て
同
年
度
末
ま
で
に
待
機

児
事
官
解
消
す
る
プ
ラ
ン
を
出
し

た
。
し
か
し
、
計
画
愚
を
上
回
る

受
け
皿
帯
整
摘
し
で
も
、
そ
れ
以

上
に
利
周
希
望
者
も
増
足
、
待
機

「開慣化より槽槽聞置解r肖白檀先をJと

訴え、 由自党本部を酎れ3万人を誼える
置名を提出した保担者たち=車京都千代

田区で四17牢 11月27目、聴問揖由紀措E

児
童
は
ゼ
ロ
に
な
る
ど
と
ろ
か
、

日
年
度
か
5
3年
連
続
で
増
え
て

い
る
。
置
の
拡
大
が
急
が
れ
る
中
、

無
償
化
が
加
わ
っ
た
と
と
で
、
問

題
を
複
雑
化
さ
せ
、
子
ど
も
の
育

つ
環
境
改
善
の
遅
滞
に
つ
な
が
り

は
し
な
い
か
と
危
慎
す
る
。

新
た
な
需
要
よ
び

更
に
余
裕
喪
失
も

無
情
化
に
必
要
な
約
8
0
0
0

億
円
と
位
方
人
分
の
受
け
皿
作
り

に
使
つ
約
3
0
0
0億
円
は
、
消

費
摺
税
の
一
部
と
企
業
の
拠
出
金

増
額
で
賄
ぜ
っ
と
と
が
早
々
に
決
ま

っ
た
。
一
方
、
国
の
子
育
て
施
策

の
一
根
幹
を
な
す

「
子
ど
も

-
子
育

て
支
援
新
制
度
」
で
約
束
さ
れ
た
、

保
育
環
境
の
一改
替
、
貨
の
向
上
に

必
要
な
財
源
約
3
0
0
0憶
円

は
、
制
度
創
設
か
ち

3
年
と
な
る

今
も
な
お
、
あ
て
が
な
い
。

国
の
制
度
に
壁
つ
く
保
育
施
設

や
事
業
に
は
、

ー
、
2
歳
児
な
ち

白
人
に
1
人
な
ど
と
職
員
国
置
の

「
最
低
基
準
」
が
あ
る
。
し
か
し
、

と
の
基
地
唱
で
は
安
全
の
確
保
や
き

め
細
か
い
保
育
を
す
る
に
は
不
十

分
で
あ
り
、
実
際
に
は
多
く
の
施

設
で
基
準
を
上
回
る
職
員
を
配
置

し
て
い
る
。
基
準
を
上
回
り
配
置

し
た
分
の
人
件
費
に
は
、
一
部
で

自
治
体
の
補
助
が
あ
る
も
の
の
、

国
の
給
付
は
な
く
、
多
く
は
施
般

の
持
ち
出
し
だ
。

3
0
0
0億
円

が
あ
れ
ば
、
-
歳
児
の
塞
植
を
「
5

人
に
1
人
」
と
増
員
す
る
は
ず
だ

っ
た
。
そ
の
見
通
し
が
立
た
な
い

上
、
政
府
は
今
、
待
機
児
童
解
消

の
た
め
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
を

受
け
入
れ
る
よ
う
、
自
治
体
に
見

直
し
春
着
っ
て
い
る
。

「
(
保
育
施
稜
に
は
)
地
域
の

子
育
て
支
援
や
虐
待
防
止
の
取
り

組
み
な
ど
新
た
な
役
割
が
課
さ
れ

た
上
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
障
害
な
ど

回
慮
が
必
要
な
子
ど
も
も
圃
唱
え
て

い
る
。
最
低
基
準
の
人
員
で
は
現

場
を
回
す
と
と
が
難
し
い
」
。
大

阪
府
内
の
認
定
乙
ど
も
圏
の
園
長

は
そ
う
訴
え
る
。
家
族
や
就
労
の

多
様
化
、
地
域
社
会
の
弱
体
化
な

ど
を
背
景
に
、
保
育
現
場
に
求
め

ち
れ
る
役
割
は
近
阜
、
場
夫
し
て

い
る
。
そ
れ
に
応
え
る
に
は
何
よ

り
人
手
が
必
要
だ
。
し
か
し
保
育

土
木
定
は
全
国
的
に
深
刻
で
、
定

員
通
り
の
人
数
を
受
り
入
れ
ら
れ

な
い
施
股
も
出
て
い
る
ほ
ど
だ
。

政
府
は
保
育
土
不
足
の
解
消
に

向
け
、
賃
金
引
き
上
げ
を
進
め
て

は
い
る
。
だ
が
園
長
は

「
賃
金
だ

け
で
な
く
、
配
置
纂
瞳
を
見
直
し

て
業
務
負
担
を
減
ち
さ
な
り
れ
ば

人
材
確
保
は
危
う
い
」
と
い
う
。

東
京
都
の
調
査
で
も
、
保
育
士
が

職
場
に
求
め
る
改
善
事
項
の
ト
y

プ
は
「
給
与
」
だ
が
、
「
一
職
員
数

の
増
塵
「
事
務
・
雑
務
の
軽
減
」

が
続
い
た
。

た
戸
令
、
さ
え
轟
拡
大
を
優
先
さ

せ
、
質
向
上
が
後
回
し
に
な
っ
て

い
る
中
で
、
無
償
化
す
れ
ば
新
た

な
保
育
需
要
を
よ
び
、
さ
ら
に
現

場
に
余
裕
が
な
く
な
る
と
の
懸
意

も
あ
る
。
平
少
}
も
を
タ
ダ
で
ど
と

か
に
預
か
っ
て
も
ら
え
れ
ば
そ
れ

で
良
し
、
と
一
考
え
る
親
は
い
な
い

だ
ろ
う
。
人
間
形
成
の
基
礎
と
な

る
乳
幼
見
期
の
大
切
な
時
間
を
安

心
し
て
過
ご
し
、
健
や
か
に
成
昼

す
る
に
は
、
社
会
と
し
て
ど
ん
な

仕
組
み
を
用
意
す
る
の
が
良
い
の

か
。
よ
り
慎
置
に
検
討
す
べ
き
だ
。

2
0
1
8
2
詞

⑨ 
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保育士等の処遇改善の推移 1 
(改善率)

18.0% 

16.0% 

+約11%+最大4万円

+約8%
(月額約26，000円)

14.0% 

12.0% 

10.0% 
+約5%

(月額約15，000円)

8.0% 

+約3%
(月額約9，000円)

6.0% 

安心こども基金

4.0% 2.85% 
※処遇改善等加算
(賃金改善要件分)

2.0% 
2.0% 

※26年人事院勧告

0.0% 

24年度 25年度 26年度

+約7%
(月額約21，000円)

公定価格に

組み込む(恒久化)

3.0% 

3.0% 
3.0% 

※処遇改善等加算
(賃金改善要件分)

2.0% 

2.0% 

2.0% 
1.9% 

1.9% 
%
詔
%

、コ
=

4
4

4
i
=

4
4
 

1.9% 
1. 

27年度 28年度 29 
(201712018) (2012) (2013) (2014) (2015) (2016) 

※処遇改善等加算(賃金改善要件分)は、平成缶、 26年度においては『保育土等処遇改善臨時特例事業」により実筋

※各年度の月額給与改善額は、予算上の保育土の給与改善額
*よ記の改善率は、各年度の予算における改善率を単純に足し上げたものであり、 24年度と比較した実際の改善率とは異なる。

2018年 6月 1日衆議院厚生労働委員会山弁和則配布資料

O. 7兆円
メニュー
(消費税財源)

※29年人事院
勧告準拠(29
補正/30予
算)

83 ⑨ 
出所 内閣府子ども子育て本部資料



子ども・子育て支援の量的拡充と質の向上(所要額)

【凡例】
「附帯決議J 子ども・子育て関連三法案に対する附帯決議(平成24年8月10日参議院社会保障と税の一体改革

に関する特別委員会)に記載されているもの

「基準J 第10因子ども・子育て会議等において取りまとめられた基準に係るもの

「平成26年度予算J 平成26年度予算に計上されたもの

1.量的拡充

項目 内容
平成25年度→29年度所

要額

量的拡充 別紙(P213)参照 4，068億円程度(公費分)

備考

0・項目のうち全額が10.7兆円の範囲で実施する事項JI二含まれているもの

ロ・項目の 部が10.7兆円の範囲で実施する事項JIこ含まれているもの

2.質の向上(給付等関係)
内容欄の「※」は10.7兆円の範囲で実施する事項」における内容、

所要額欄の括弧は10.7兆円の範囲で実施する事項」における所要額

内容
平成25年度→29年度所

備考項目
要額

〈)3歳児の職員配置を改善(20:1→15: 1) 700億円程度 -附帯決議

3歳児を中心とした職員配置の改 1歳児の職員配置を改善(6:1→5: 1) 670億円程度
主回主

4・5歳児の職員配置を改善(30目 1→25:1) 591億円程度

E 1保dZhヌ育教諭保育士等1人当たり年間5日の研修機 94億円程度
-研修の努力義務あり研修の充実 を確保するための代替職員の配置

(38億円程度)
※まずは年間2日→年間5日

E 1回解※消 一勤化利用者負担の重徴収の 32億円程度 -休日保育の給付化に伴
休日保育の充実 (28億円程度) う措置

担当保育土の人件費の見直し
オ ⑩ 

2018年 6月 1臼衆議院厚生労働委員会山井和員IJ 配布資料
出所 内閣府子ども子育て本部資料



区豆E

未定稿|
目的

子どもの生活底上げ法案(通称)の考え方

母子加算の減額阻止、大学等の進学の妨げとなる世得分離の運用改善、児童扶養手当の支給対象の鉱大、毎月支払の実現、支給額の
増額等、一人親世帯の子どもの生活支援を中心とした惜置を講じることにより、「貧困の連鎖Jを断ち切るとともに、貧困世帯の子どもの生活

の安定を図る。

生活保護法の改正

生活保護基準の改定の阻止等

平成30年10月に、政府は生活保護基準の改定を行おう

としているが
現行の水準均衡方式のまま改定すると、生活保護の支給

額が下がる家庭がある等、特に子育て世待への影響が大!

具体的には、
[・母子加算・児童養育加算の減額
-学習支援費の一部の「実費払い」への変更等

[・生活保護基準の不利な方向への改定をストップ!
-水準均衡方式を見直す!

rl 大学等の進学の妨げとなる世帯分離の運用改善 卜
『現行制度においては、生活保護世帯の子どもが高校を

卒業すると稼働能力を獲得するとの理由により「世帯分
富ffJが行われ、生活保護費の支給額が下がってしまうため、
大学・専門学絞への進学の妨げになっている!]との声が
与野党で高まっている 1

高校卒業後ち世帝分離をせず、生活保護を受けながら大

学・専門学校に通えるように!
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児童扶養手当法・国民年金法の改正 |

支給(加算)対象の拡大

[ 兜童扶養手当
・障害基礎年金
・遺族基礎年金

は、原則として高校を卒業すると支給 (加算〉さ
れなくなり、大学・専門学校への進学の妨げとも
なっている!

f20歳未満の者Jまで支給(加算〉対象をl広大!

児童扶養手当の支払回数の見直し

年3回 (4月、 8月、 12月〉
』

一人親世帯の家計管理の支援のため、
毎月支払に!

児童扶養手当の支給額の増額

現行=月額42.500円(平成30年4月)

一人親世帯の支援のため、
10.000円UPし、 52.500円に 1

⑪
 出所 山井和則事務所作成資料



お求めのあった資料につきまして

平成 3 0 年 6 月 1 日

厚生労働省社会・援護局保護課

1 . 0歳から 2歳までの子どものいる生活保護受給世帯における児童養育加

算の減少額の合計は、約 8.6億円 (国庫負担ベース)であると推計して

います。

2. 小学生のいる生活保護受給世帯における学習支援費の減少額の合計は、

約 12. 1億円 (国庫負担ベース)であると推計しています。
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⑫ 


